
超伝導体中のホール効果

る事の説明を試 み た｡

BCS模型 (等方的結合 )で Hc2近傍 に限 り電導度 テンソル成分の <fA(r)J2>

を係数にもつ け'ⅩⅩ,0'Ⅹyを計算 し, fo/A のべ キで同 じオーダの寄与 を集 め

る (ここで pureと dirtyの limitに限 られ る )0

dirtylimitでは電子の状態密度のエネル ギー依存性 が重要 で 0'Ⅹy/0'ⅩⅩ は

T/EF(gN(0))-1のオーダで,符号は い ∂N脇/∂E)E=0の と一致 す るo1)

これはノーマルのホ~ル角より大きいためH｡2以下で大きくはずれ る 現 象 を 説

明 している｡符号の＼バン ド構造依存性はノーマル部分 と超伝導部分 と で 異 る の

が, これに該当すると思われる実験がある｡
2)

purelimitでは 準粒子の運ぶ電流 の効果及び pairの運ぶ電流 の vertex

の時間依存性-の磁場の効果が重要で, 0'Ⅹy/U'ⅩⅩのオーダは wcT で あ り ,
ノーマル状態か ら大きくはずれない結果が得られた｡
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8･HC2 とフェルミ面の異方性

東北大工 長 島 富太郎

Williamsonは･1)NbとVのHC2 を Kubicharmonicsに- した ときの係数

が,単 に温度 や電子 の平均 自由行路 の関数 であるだけ ではな くて, ttband

strueture''にもかな り依存 している らしいこ とを観測 してい る｡Highorder

harmonicsを含 む HC2の表式 はす でに得 られ てお り2)そ の中には れbandst-

ructure"を表わすパ ラメータがい くつ か含 まれてい るoそ こで HC2 の観測値

か らNbや Ⅴのフェル ミ面に関する情報がえられるかどうかを検討 している｡現在

倹討すべき第一の点は, strong-couplingeffectによる補正 や,collisiolltト

me rに も現われて くるはずの異方性 をど う estimateす るか とい うこ と であ
3)

る｡なお, Vや Nbのバ ン ドについては,Mattheiss の計算が ある｡
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9. Fermi面の異方性と磁束格子

東北大 ･工 高 中 健

最近 の実験によれば, cubicsym etryを持つ試料 での磁束格子は正三角形

からずれた種 々の格子 もある.(1ノさらに同一の試料 でも結晶軸 に対する外部磁

場 の方向ちがいで,格子の形は異 る｡(2) これを説明するため, Fermi面が異方

的であるとして, T-0で, Abrikosovにならない, freeenergy F を変数

♂,zl,Z2の関数 として求めた｡ ここで, βは磁場 の方向 (Z軸 )のまわ り

に Ⅹ軸 の結晶 (Ⅹ ｡ Z )面か らの回転角, Zl,Z2は単位格子 を (0,yl ) ,

(Ⅹ2,y2 ) として, Zl- Ⅹ2/ yl,Z2- y2/ylである(磁束量子化 の条件

があるか ら独立変数は 2個 である )｡ Fを 3-3Jの変数について最小にすること

によ り,安定 した格子が求まる｡異方性がなければ, zl- >̀3/2,Z2-1/2,

(♂:任意 )で .Fは最小になるが,異方性 によ り,一般 に Z2キ 1/2 である｡

異方性の影響が大 きく現われるのは,[1.0.Ojに,小さいのは【1.1.11に磁場

をかけた場合 である｡
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